



　Irish Worker は，アイルランドの労働運動家 James Larkin によって，1911 年 5 月から 1914
年 12 月にかけて発行された新聞である。この新聞の特徴を，ラーキンの伝記の著者 Emmet 
O’Connor は，‘a mixture of news and views of working-class interest in short, punchy articles, 









rage,  sorrow, wit,  humor  and pathos were  the material  from which movements were 












史という観点からこの新聞の研究を行なった John Newsinger に依って，Irish Worker に関す
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173Irish Worker（1911–14）より
るいくつかの事実を簡単にまとめておかねばならない。
　Irish Worker は 1911 年 5 月 27 日に創刊号が発行され，以後 1914 年 12 月 5 日まで毎土曜日
に発行された。各号は，1912 年のクリスマス特別号を除き，4 ページで構成されており，値段






　発行部数については，ラーキン自身が 1911 年 10 月 21 日号で述べているところによれば，第






























リストの週刊新聞 Sinn Féin の発行部数は 3,000 から 5,000，リベラルなユニオニストの Irish Times は約
45,000，アイルランド議会党支持の Freeman’s Journal は約 40,000，ラーキンと敵対する資本家マーフィーの 



























O’Casey，作家でジャーナリストの Standish O’Grady，劇作家で 1914−15 年にはアビー座の総
支配人を務めた Andrew Patric Wilson（彼は ‘Euchan’, ‘Mac’ という筆名でも書いた）などであ
る。‘Ireland’s Eye’，‘Shellback’ といった筆名で書く寄稿者もいた。



















































which had  the  temerity  to  advocate  the  introduction of  foreign  capitalists  into  this  sorely-
exploited country. Their chief appeal to the foreign capitalists was that they (the  imported 












































































































































































　　　Strolling  into  the bar-parlour of  an out-of-the-way pub,  in  the  suburbs of  a northern 




































































　　　Conversation  soon became general  again,  and  in  the midst  of  a debate on  the  right 
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